
 

                                          

 

 

 

 

 

 

 

反貧困ネットワークとやまは５月２３日、2014年4月の生活保護基準の引き下げに抗議して、富

山県知事（請求書の受付は、生活保護の実施機関である富山市）に対して、富山市内の３人の「審査

請求書」を提出しました。 

この日は、申請者３人は仕事や体調の関係で参加できず、西山貞義弁護士（「反貧困ネット・代表

世話人」と中村万喜夫弁護士が、代理人として「審査請求書」を富山市社会福祉課・生活保護係の担

当者に提出しました。担当者は「すみやかに、県にお届けします」と受理しました。 

審査請求書の提出には、松浦万里子・代表世話人、吉田修・事務局長、事務局メンバーの塚本辰夫・

「生健会」事務局長、杉田瑞樹・保険医協会事務局次長らが同席しました。 

今後、全国の仲間とともに、訴訟を展望した取り組みをすすめていく予定です。 

 

政府がすすめる生活保護基準の「生活扶助」を引き下げは、昨年８月と今年４月、さらに、２０１

5年４月にも、3回目の引き下げを実施する予定で、平均6.5％、最大10%の引き下げとなります。    

全国で1万人を超える生活保護受給者が昨年、生活保護基準引き下げの取り消しを求めて「不服審

査請求」運動に立ち上がりました。県内でも昨年9月24日、4人が不服審査請求を起こし、県の「棄

却」決定を受け、12月には厚生労働大臣に「再審査請求」をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

反-貧困ネットワークとやま メールニュース 
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